
• この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保す
るために、正しい取付工事が必要です。取付工事の前に、こ
の説明書を必ずお読みください。 
また、ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しく
お使いください。

• この説明書内で、安全のために必ず守っていただく項目を
 警告  注意の形で記載しました。安全を確保するため

に、この説明書を必ずお読みください。
• お客様ご自身では据付けないでください。 
（安全や機能の確保ができません。）
• この説明書は大切に保管してください。
• 受注仕様品については製品の細部がこの説明書と若干異な
る場合があります。

お願い
適用機種を必ず確認し、取付け間
違いのないようにお願いします。
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取付説明書
（販売店・工事店様用）

ファンコイルユニット
別売部品
形名
＜ドレンアップメカ取付部品セット＞

DM-WCR-D



安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り付けてください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事をされる方にお
渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格のある者が行うこと。
[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害の程度

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般注意） （発火注意） （感電注意） （一般指示）

一般事項

特殊環境では、使用しないこと。

　

使用禁止

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニ
ア・硫黄化合物・酸など）の多いところ
や、酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところで使用した場
合、著しい性能低下・腐食による水漏れ・
けが・感電・故障・発煙・火災のおそれあ
り。

改造はしないこと。 　

禁止

水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。 　

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、スイッ
チを操作したりしないこと。

　

ぬれ手禁止
感電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

掃除・整備・点検をする場合、運転を
停止して、主電源を切ること。

　

感電注意

けが・感電のおそれあり。
ファン・回転機器により、けがのおそれあ
り。

ユニットのカバーを外したまま運転し
ないこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがのお
それあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあり。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

部品端面に触れないこと。 　

接触禁止

けが・感電・故障のおそれあり。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

[3] 据付工事をするときに

[4] 配管工事をするときに

[5] 電気工事をするときに

作業するときは保護具を身につけるこ
と。

　

けが注意
けがのおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

梱包材は破棄すること。 　

指示を実行

窒息事故のおそれあり。
三菱電機指定の部品を使用し、取り付
けは販売店または専門業者に依頼する
こと。

　

指示を実行水漏れ・感電・火災のおそれあり。

販売店または専門業者が取付説明書に
従って取付工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れ・けが・感電・故障・火災のおそれ
あり。

配管工事をするときに

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレン水が排水できることを確認するこ
と。

　

指示を実行
不備がある場合、水漏れにより家財がぬれ
るおそれあり。

作業完了後、水が漏れていないことを確
認すること。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。
水漏れにより天井・床がぬれるおそれあり。

電気工事をするときに

製品に指定以外の電源電圧を接続しな
いこと。

　

接続禁止
機器損傷・故障・発煙・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

発火注意
伝わった場合、発熱・断線・発煙・発火・
火災のおそれあり。

電気工事は第一種電気工事士の資格のあ
る者が、「電気設備に関する技術基準」・
「内線規程」および据付工事説明書に
従って行うこと。電気配線には所定の配
線を用い専用回路を使用すること。

　

指示を実行電源回路容量不足や施工不備があると、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。
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[6] 移設・修理をするときに

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。
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本部品セットは2方向カセット形「LH－WCR－D」「LH－WCR－E」用です。取付作業前に
必ず本取付説明書をお読みください。

FC－WDM
形名

1
個数

7JQ R50
形名コード

ドレンアップメカ
品名

1. 部品

2. 取付
別売品ドレンアップメカ「FC－WDM」に付属されている取付説明書を参考に、取付を行ってください。

（1）本部品セットには下表部品が入っています。作業前に必ず確認してください。

（2）LH－WCR－D・LH－WCR－Ｅ本体にドレンアップメカを取付ける場合、本部品セットの他に
下記別売品を手配してください。

７個

１個

１個

１個

１個

１個

１個

１個
⑤リード線１（電動機用） ⑥リード線２（電動弁用） ⑧結束バンド

①取付板１ ②取付板２ ③接続管１ ④接続管２

⑦リード線３（電動弁用）

⑨座付タッピンネジ ５×１０

１０個

⑩圧着端子

６個

⑪丸端子

２個

⑫コネクターカバー

２個
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• この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保す
るために、正しい取付工事が必要です。取付工事の前に、こ
の説明書を必ずお読みください。 
また、ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しく
お使いください。

• この説明書内で、安全のために必ず守っていただく項目を
 警告  注意の形で記載しました。安全を確保するため

に、この説明書を必ずお読みください。
• お客様ご自身では据付けないでください。 
（安全や機能の確保ができません。）
• この説明書は大切に保管してください。
• 受注仕様品については製品の細部がこの説明書と若干異な
る場合があります。

お願い
適用機種を必ず確認し、取付け間
違いのないようにお願いします。
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取付説明書（販売店・工事店様用）

適用機種
[本体取付 ]

LH-WCR-D/E LH-WFR-E/F
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LH-WBR-B



安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り付けてください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事をされる方にお
渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しください。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格のある者が行うこと。
[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される危害の程度

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般注意） （発火注意） （感電注意） （一般指示）

一般事項

特殊環境では、使用しないこと。

　

使用禁止

油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アンモニ
ア・硫黄化合物・酸など）の多いところ
や、酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところで使用した場
合、著しい性能低下・腐食による水漏れ・
けが・感電・故障・発煙・火災のおそれあ
り。

改造はしないこと。 　

禁止

水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。 　

水ぬれ禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、スイッ
チを操作したりしないこと。

　

ぬれ手禁止
感電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。

掃除・整備・点検をする場合、運転を
停止して、主電源を切ること。

　

感電注意

けが・感電のおそれあり。
ファン・回転機器により、けがのおそれあ
り。

ユニットのカバーを外したまま運転し
ないこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがのお
それあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあり。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

部品端面に触れないこと。 　

接触禁止

けが・感電・故障のおそれあり。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

[3] 据付工事をするときに

[4] 配管工事をするときに

[5] 電気工事をするときに

作業するときは保護具を身につけるこ
と。

　

けが注意
けがのおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

梱包材は破棄すること。 　

指示を実行

窒息事故のおそれあり。
三菱電機指定の部品を使用し、取り付
けは販売店または専門業者に依頼する
こと。

　

指示を実行水漏れ・感電・火災のおそれあり。

販売店または専門業者が取付説明書に
従って取付工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れ・けが・感電・故障・火災のおそれ
あり。

配管工事をするときに

販売店または専門業者が据付工事説明書
に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレン水が排水できることを確認するこ
と。

　

指示を実行
不備がある場合、水漏れにより家財がぬれ
るおそれあり。

作業完了後、水が漏れていないことを確
認すること。

　

指示を実行
水漏れにより家財がぬれるおそれあり。
水漏れにより天井・床がぬれるおそれあり。

電気工事をするときに

製品に指定以外の電源電圧を接続しな
いこと。

　

接続禁止
機器損傷・故障・発煙・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

発火注意
伝わった場合、発熱・断線・発煙・発火・
火災のおそれあり。

電気工事は第一種電気工事士の資格のあ
る者が、「電気設備に関する技術基準」・
「内線規程」および据付工事説明書に
従って行うこと。電気配線には所定の配
線を用い専用回路を使用すること。

　

指示を実行電源回路容量不足や施工不備があると、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれあ
り。
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[6] 移設・修理をするときに

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止水漏れ・けが・感電・火災のおそれあり。
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品番・品名
個数

形状

品番・品名
個数

形状

①ドレンアップメカ ②吊金具 ③ドレンホース１ ④ドレンホース２
１個 ２個 １個 １個

⑤ホースバンド１
２個 １個

⑧結束バンド
２個

⑨Ｐトラスネジ 5×16
４個

⑥ホースバンド２

形状

形状

個数 ７個

１個

１個

１個

１個

１個

１個

１個個数

品番・品名

品番・品名

［１］ ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形　（別売品取付部品セット：ＤＭ－ＷＣＲ－Ｄ）

⑭リード線１（電動機用） ⑮リード線２（電動弁用） ⑰結束バンド

⑩取付板１ ⑪取付板２ ⑫接続管１ ⑬接続管２

⑯リード線３（電動弁用）

品番・品名
個数

形状

⑱座付タッピンネジ ５×１０
１０個

⑲圧着端子
６個

⑳丸端子
２個

㉑コネクターカバー
２個

本部品セットには、本説明書の他に以下に示す部品が入っています。ご確認ください。

４個
⑦座金

ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形・ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形に
取付ける場合、下記部品が必要です。

2． 部品

3． その他使用部品
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34コネクターカバー33丸端子
２個６個

32圧着端子㉚座付タッピンネジ ５×１０
１０個 ２個

品番・品名
個数

形状

㉙結束バンド㉘リード線３（電動弁用）㉗リード線２（電動弁用）㉖リード線１（電動機用）

㉒取付板１ ㉓取付板２ ㉔取付板３ ㉕接続管

形状

７個１個１個１個

形状

個数
品番・品名

１個

［２］ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形　（別売品取付部品セット：ＤＭ－ＷＦＲ－Ｅ）

１個１個１個個数
品番・品名

㉛ＰＴＴネジ ４×１２
２個

品番・品名
個数 １個 １個 １個

［３］ＬＨ－ＷＦＲＰ形　（取付部品セット：受注品）

１個

品番・品名
個数

形状

１個 １個 １個 ７個

形状

38接続管37取付板３36取付板２35取付板１

39リード線１（電動機用） 40リード線２（電動弁用）41リード線３（電動弁用） 42結束バンド

形状

個数
品番・品名

２個
47コネクターカバー46丸端子

２個６個
45圧着端子43座付タッピンネジ ５×１０

１０個
44ＰＴＴネジ ４×１２

２個

6WT07794X02



機種名

ＬＨ－ＷＦＲＰ

57圧着端子
６個

58丸端子
２個１０個

56座付タッピンネジ ５×１０

51リード線１（電動機用）50接続管

［４］ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形　（取付部品セット：受注品）

60コネクターカバー
２個

品番・品名
個数

形状

55結束バンド54リード線４（電動機用）53リード線３（電動弁用）52リード線２（電動弁用）

48取付板１ 49取付板２

形状

８個１個１個１個

形状

個数
品番・品名

１個 １個１個１個個数
品番・品名

59配線図銘板
１個

※上図は左配管用を示します。
　右配管用は曲げ方向が対称に
　なります。

●取付作業を行う前に
　１．　主電源のＯＦＦを必ず確認してください。
　２．　作業は必ず軍手・腕差しなど保護具をつけて行ってください。

　２．「ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ用取付部品セット」として受注生産品となります。手配の際、配管方向をご指定ください。

４． 取付工事
●ドレンアップメカ ＦＣ－ＷＤＭの取付けには、機種に応じて下記部品セットが必要です。

ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ
ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ

取付部品セット
ＤＭ－ＷＣＲ－Ｄ：１個
ＤＭ－ＷＦＲ－Ｅ：１個
受注品：１個（※１）

リレーボックス

現地手配：１個（※３）

－
－

ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ 受注品：１個（※２）
－

注１．「ＬＨ－ＷＦＲＰ用取付部品セット」として受注生産品となります。

●電動弁取付のお願い［必須］
　１．　ドレンアップメカを使用する場合、故障時にＦＣＵ・小形空調機本体への通水を停止するために電動弁（スプリン
　　　グリターン式）の取付けが必要です。現地にて電動弁を用意できない場合、工場に電動弁を手配してください。
　２．　取付けるＦＣＵ・小形空調機本体が４管式熱交換器仕様の場合、電動弁が１台に付き２個必要となります。

　３．リレーボックスの内部配線は、41頁の接続図を参照してください。

接続図

WT07794X027



反対側にも取付

図１

●ドレンアップメカ取付準備
　　（１）ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形の吸込ボックス取付仕様、ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形、ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形、

ＬＨ－ＷＢＲ形・LH-WBR-B形に取付ける場合、品番①ドレンアップメカに品番②吊金具を品番⑨Ｐトラ 

図２

　　（２）取付機種・配管方向・仕様に応じて、品番①ドレンアップメカの排水口方向を決定してください。［図２］
※本ドレンアップメカは、排水口方向を３方向より選択可能です。排水口方向を変更する場合は、図３を
　参照してください。

出荷時の排水口方向

Ａ

Ｂ

①

②

⑨

Ａ方向のみ
Ｂ方向又はＡ方向
出荷時の排水口方向又はＡ方向

排水口方向

標準品（右配管）
標準品（左配管）
ＦＣＵ本体の仕様

吸込ボックス取付

★ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形・
　ＬＨ－ＷＢＲ形・LH-WBR-B形の場合

★ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形の場合
　　出荷時の排水口方向・Ａ方向・Ｂ方向の３方向より
　　選択可能

★ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形
　　出荷時の排水口方向のみ（本作業は不要です。）

★ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形の場合

出荷時の排水口方向
Ｂ方向

排水口方向

標準品（右配管）
標準品（左配管）

Ｂ方向又はＡ方向
出荷時の排水口方向又はＡ方向

排水口方向

標準品（右配管）
標準品（左配管）

★ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形の場合

スネジ５×１６にて取付けてください。［図１］

ＦＣＵ本体の仕様

空調機本体の仕様

①

8WT07794X02



ゴムブッシュ

図４
２－φ４．５穴

端子台カバー

［１］ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形に取付ける場合

●ＦＣＵ本体の取付準備
（１）端子台カバーを取外してください。［図４］（端子台カバーは取付作業終了後に元通り取付けますので、

無くさないようにしてください。）
（２）図４に示す位置にφ４．５穴が開いているか確認してください。開いていない場合はφ４．５穴を追加工して

ください。

ゴムブッシュ

蓋

排水口ソケット取付ネジゴムブッシュ

Ａ方向に変更の場合 Ｂ方向に変更の場合

図３

※変更方法
　　①蓋を取外してください。
　　②変更しようとする位置に付いているゴムブッシュを取外してください。
　　③排水口ソケット取付ネジを取外し、排水口ソケットを変更しようとする位置に取付けてください。
　　④取外したゴムブッシュにて、元の排水口ソケット位置を塞いでください。
　　⑤蓋を元通りに取付けてください。

排水口ソケット

出荷時の位置

ゴムブッシュ
排水口ソケット

6
4

21

1
5
2
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●ドレンアップメカの取付
（１）品番⑩取付板１と品番⑪取付板２を品番⑱座付タッピンネジ５×１０（４本）にて組立て、品番①ドレンアップ

メカに品番⑱座付タッピンネジ５×１０（３本）にて取付けてください。［図５］

⑩

⑪

⑱

⑱ ①

図５

（２）ＦＣＵ本体に品番①ドレンアップメカを品番⑱座付タッピンネジ５×１０（２本）にて取付けてください。［図６］

吊込み時、本体吊ボルト用ナットで共締め

図６

①

⑱

94133

1
2
3
.5

7
7
.5

7
7
.5

5
7
.5

8
9

366

3
5
2
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［Ｚ］
［Ｙ］
［Ｘ］

ＶＰ－２０ ＶＰ－２０用 ＶＰ－２０用

ＶＰ－２０

●ドレン配管の取付
　※ＦＣＵ本体の補助ドレンパン仕様により、使用する部材・取付方法が異なります。使用する部材の組合せは
　　下表を参照してください。

　（１）ＦＣＵ本体の補助ドレンパンが鋼板製およびＳＵＳ製、または電動弁取付用の場合、図７に示します硬質
　　　塩ビ管ソケット・エルボ（いずれもＶＰ－２０用）、硬質塩ビパイプ（ＶＰ－２０）にて接続管を製作してください。

　　　　　※接続部は全て全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。

接続管Ｂ（電動弁取付用の場合のみ）

硬質塩ビパイプ 硬質塩ビ管ソケット 硬質塩ビ管エルボ

硬質塩ビパイプ

図７

接続管Ａ

補助ドレンパンの仕様
樹脂製（標準品）
鋼板製・ＳＵＳ製
電動弁取付用

品番⑫接続管１＋品番⑬接続管２
接続管Ａ（現地手配・図６）＋品番⑬接続管２
接続管Ａ（現地手配・図６）＋接続管Ｂ（現地手配・図６）

使用する部材

111 5
0

125

1
5
0

73

135°
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［Ｘ］樹脂製（標準品）の場合
［Ｙ］鋼板製・ＳＵＳ製の場合

　（２）ＦＣＵ本体の補助ドレンパンに接続管を取付け、品番③ドレンホース１、品番⑤ホースバンド１を使用し
　　　品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース全体に断熱材
　　　（現地手配）を巻付けてください。［図８］
　　　※接続部は全て全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。
　　　※補助ドレンパンのドレン口ＰＴネジ部には、シールテープを２～３回巻付け確実に水密シールを行って
　　　　　ください。（鋼板製・ＳＵＳ製・電動弁取付用のみ）

図８

［Ｚ］電動弁取付用の場合

接続管Ａ接続管Ｂ

⑫

⑬

または接続管Ａ

断熱材（現地手配）

①

⑤⑤ ③

12WT07794X02



標準品の場合

㉔

㉚ ㉚

㉓

　（１）ＦＣＵ本体が標準品の場合、品番㉔取付板３を品番㉚座付タッピンネジ５×１０（３本）にて品番①ドレン
　　　アップメカに取付けてください。吸込ボックス取付の場合、品番㉓取付板２を品番㉚座付タッピンネジ
　　　５×１０（２本）にて品番①ドレンアップメカに取付けてください。［図１０］

① ①

［２］ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形に取付ける場合

●ＦＣＵ本体の取付準備
　（１）反配管側サイドフレームの端子台カバーを取外してください。［図９］（端子台カバーは取付作業終了後に
　　　元通り取付けますので、無くさないようにしてください。）
　（２）配管側サイドフレームの図９の位置にφ４．５穴が開いているか確認してください。開いていない場合は
　　　φ４．５穴を追加工してください。また、図９の位置にある取付ネジ２本を取外してください。

反配管側サイドフレーム 配管側サイドフレーム２－φ４．５穴

図９

端子台カバー

取外す

取外す

●ドレンアップメカの取付

（以下の図は全て左配管時を示します。右配管時は全て対称となります。）

吸込ボックス取付の場合図１０

64

22

1
4
5

1
3
3
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227

1
5
5

3
5

1
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202.5

103
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4
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1
5
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㉒

㉛

㉛

㉚

図１１

　（２）ＦＣＵ本体の配管側サイドフレームに品番㉒取付板１を品番㉚座付タッピンネジ（２本）・品番㉛ＰＴＴネジ ４×１２
　　　　（２本）にて取付けてください。［図１１］　

1
8
3
.5
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吸込ボックス取付の場合

標準品の場合

●ドレン配管の取付
　（１）ＦＣＵ本体のドレンパンに品番㉕接続管を取付け、品番③ドレンホース１、品番⑤ホースバンド１を使用し

品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース全体に断熱材
（現地手配）を巻付けてください。［図１３］

　　　　　※ドレンパンのドレン口ＰＴネジ部には、シールテープを２～３回巻付け確実に水密シールを行ってください。

上下２ヵ所
上下２ヵ所 上下２ヵ所

図１２

　（４）ＦＣＵ本体が標準品の場合、品番①ドレンアップメカを品番㉚座付タッピンネジ５×１０（４本）にてＦＣＵ本体に
　　　　取付けてください。吸込ボックス取付の場合、品番⑦座金を使用して品番①ドレンアップメカを図１２に示す
　　　　位置に別途吊下げ、その後品番㉚座付タッピンネジ５×１０（２本）にてＦＣＵ本体に取付けてください。［図１２］

①

㉚ ㉚ ㉚

①

⑦

⑦

⑦

⑦

91.5

6
7
.5

5
5
5

255

3
8
.5

182.5

4
0
0

6
7
.5
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㉕

㉕

断熱材（現地手配）

①

①

⑤

⑤

⑤

⑤

③

③

断熱材（現地手配）

吸込ボックス取付の場合

図１３

標準品の場合

16WT07794X02



37

43 43

44

36
①

①

［３］ＬＨ－ＷＦＲＰ形に取付ける場合（以下の図は全て左配管時を示します。右配管時は全て対称となります。）

　（１）ＦＣＵ本体が標準品の場合、品番37取付板３を品番43座付タッピンネジ ５×１０（３本）にて品番①ドレンアップ
メカに取付けてください。吸込ボックス取付の場合、品番36取付板２を品番43座付タッピンネジ ５×１０（２本）
にて品番①ドレンアップメカに取付けてください。［図１４］

吸込ボックス取付の場合標準品の場合 図１４

●ドレンアップメカの取付

　（２）ＦＣＵ本体の配管側サイドフレームに品番35取付板１を品番43座付タッピンネジ ５×１０（２本）・品番44ＰＴＴ　
ネジ ４×１２（２本）にて取付けてください。［図１５］　

図１５

44
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43

43 43

43

38

①

①

⑦

⑦
⑦

⑦

（３）ＦＣＵ本体が標準品の場合、品番①ドレンアップメカを品番43座付タッピンネジ５×１０（４本）にてＦＣＵ本体に
取付けてください。吸込ボックス取付の場合、品番⑦座金を使用して品番①ドレンアップメカを図１６に示す
位置に別途吊下げ、その後品番43座付タッピンネジ５×１０（２本）にてＦＣＵ本体に取付けてください。［図１６］

図１６

標準品の場合 吸込ボックス取付の場合

上下２ヵ所

●ドレン配管の取付
　（１）吸込ボックス取付時のみ、品番38接続管を下図寸法に切断してください。［図１７］

※標準品に取付ける場合、本作業は不要です。

図１７

切断

326.5
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38

38

①

①

⑤

⑤

⑤

⑤

③

③

標準品の場合

断熱材（現地手配）

　（２）ＦＣＵ本体のドレンパンに品番38接続管を取付け、品番③ドレンホース１・品番⑤ホースバンド１を使用し
品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース全体に断熱材
（現地手配）を巻付けてください。［図１８］
※ドレンパンのドレン口ＰＴネジ部には、シールテープを２～３回巻付け確実に水密シールを行ってください。

吸込ボックス取付の場合

断熱材（現地手配）

（追加工品）

図１８
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49

56

①

端子台カバー

図２０

　（１）品番49取付板２を品番56座付タッピンネジ５×１０（３本）にて品番①ドレンアップメカに取付けてください。
［図２０］

カバー支え

フィルターカバー

図１９２－φ４．５穴

●空調機本体の取付準備
　（１）端子台カバー、配管側のフィルターカバー・カバー支えを取外してください。［図１９］（端子台カバー・

フィルターカバーは取付作業終了後に元通り取付けますので、無くさないようにしてください。）

ください。
　（２）図１９に示す位置にφ４．５穴が開いているか確認してください。開いていない場合はφ４．５穴を追加工して

（以下の図は全て左配管時を示します。右配管時は全て対称となります。）［４］ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形に取付ける場合

●ドレンアップメカの取付

133
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56

56

56

56

48

①

　（３）空調機本体に品番①ドレンアップメカを品番56座付タッピンネジ ５×１０（４本）にて取付けてください。［図２２］

図２２

　（２）空調機本体の配管側サイドフレームに品番48取付板１を品番56座付タッピンネジ ５×１０（２本）・ＰＴＴネジ
４×１０（２本）にて取付けてください。取付後、取外したフィルターカバーを元通り取付けてください。［図２１］
※ＰＴＴネジ ４×１０（２本）は、カバー支えを取付けていたネジをそのまま流用してください。

ＰＴＴネジ４×１０

フィルターカバー
図２１

335
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4
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6
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50

①

⑤ ⑤③
図２３

●ドレン配管の取付
　（１）空調機本体のドレンパンに品番50接続管を取付け、品番③ドレンホース１、品番⑤ホースバンド１を使用し

品番①ドレンアップメカと空調機本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース全体に断熱材
（現地手配）を巻付けてください。［図２３］
※ドレンパンのドレン口ＰＴネジ部には、シールテープを２～３回巻付け確実に水密シールを行ってください。

断熱材（現地手配）

　（３）ＦＣＵ本体に運転表示灯が取付けられていて、使用する風量調節スイッチ（弊社別売品）がＦＣＲ－１００Ｗ・
１０１Ｗの場合、端子台１番端子に接続されている運転表示灯用リード線（灰色）を端子台０番に接続変更
してください。
※使用する風量調節スイッチがＦＣＲ－２０１Ｗの場合、本作業は不要です。

端子台カバー

反配管側 図２４

端子台

電源プラグ

（以下の図は全て左配管時を示します。右配管時は全て対称となります。）［５］ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形に取付ける場合

●ＦＣＵ本体の取付準備
　（１）反配管側横ケーシングを取外し、サイドフレームの端子台カバーを取外してください。［図２４］

（端子台カバーは取付作業終了後に元通り取付けますので、無くさないようにしてください。）
　（２）端子台に取付けられている電源プラグを取外してください。［図２４］（電源プラグは電気配線時に使用しま

すので、無くさないようにしてください。）
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①

⑦

⑦

壁面

図２５

●ドレンアップメカの設置
　　ＦＣＵ本体の配管側に品番①ドレンアップメカを設置してください。［図２５］
　　　　※ＦＣＵ本体後面と壁面の間は必ず１５０ｍｍ確保してください。
　　　　※品番①ドレンアップメカの吊下げには、品番⑦座金を使用してください。

ＶＰ－２０用
硬質塩ビ管エルボ

接続管Ｂ（現地手配）図２６

ＶＰ－２０

接続管Ａ（現地手配）

硬質塩ビパイプ

硬質塩ビ管エルボ
ＶＰ－２０用 ＶＰ－２０用
硬質塩ビ管ソケット

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

●ドレン配管の取付
　（１）硬質塩ビ管ソケット・エルボ（いずれもＶＰ－２０用）、硬質塩ビパイプ（ＶＰ－２０）にて接続管を製作してください。

　　　　　※接続部は全て全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。
　　　　［図２６］
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（現地手配）
（現地手配）

①

⑤
⑤

③

③

接続管Ｂ

断熱材（現地手配）

接続管Ａ

　（２）ＦＣＵ本体のドレンパンに接続管Ａを取付け、接続管Ｂ・品番③ドレンホース１・品番⑤ホースバンド１を使用し
品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース全体に断熱材
（現地手配）を巻付けてください。［図２７］
※接続管同士の接続は全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。
※ドレンパンのドレン口ＰＴネジ部には、シールテープを２～３回巻付け確実に水密シールを行ってください。

図２７

図２８

制御箱カバー

コーナー塞ぎ板

熱交出入口側ドレン出口側

●ＦＣＵ本体の取付準備
　　ＦＣＵ本体内部の制御箱カバー・コーナー塞ぎ板を取外してください。［図２８］（制御箱カバー・コーナー塞ぎ板
　　は取付作業終了後に元通り取付けますので、無くさないようにしてください。）

［６］ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形に取付ける場合

2
0
°
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①

⑦

⑦

図２９

●ドレンアップメカの設置
　　ＦＣＵ本体横に品番①ドレンアップメカを設置してください。［図２９］
　　　　※品番①ドレンアップメカの吊下げには、品番⑦座金を使用してください。

１０１
６１
Ａ寸法

ＬＨ－４００・６００・８００ＷＡＲ－Ｃ
ＦＣＵ本体の形名

ＬＨ－１０００・１２００・１４００ＷＡＲ－Ｃ

図３０接続管（現地手配）

ＶＰ－２０
硬質塩ビパイプ

ＶＰ－２０

ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ

ＶＰ－２５×ＶＰ－２０用
硬質塩ビ管エルボ 硬質塩ビ管径違いソケット

●ドレン配管の取付
　（１）硬質塩ビ管径違いソケット（ＶＰ－２５×ＶＰ－２０用）、硬質塩ビ管エルボ（ＶＰ－２０用）、硬質塩ビパイプ（ＶＰ－２０）

にて接続管を製作してください。［図３０］
※接続部は全て全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。
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③

⑤

⑤

③

（現地手配）
接続管　

①

図３１

　（２）ＦＣＵ本体の補助ドレンパンに接続管を取付け、品番③ドレンホース１・品番⑤ホースバンド１を使用し
品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース全体に断熱材
（現地手配）を巻付けてください。［図３１］
　※接続管の接続は全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。

端子台カバー

端子台

図３２

●ＦＣＵ本体の取付準備
　　端子台カバーを取外してください。［図３２］（端子台カバーは取付作業終了後に元通り取付けますので、
　　無くさないようにしてください。）

［７］ＬＨ－ＷＢＲ形に取付ける場合（以下の図は全て左配管時を示します。右配管時は全て対称となります。）
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標準品の場合、電動弁取付の場合 図３３

⑦

①

⑦

電動弁取付の場合

●ドレンアップメカの設置
　　ＦＣＵ本体の配管側に品番①ドレンアップメカを設置してください。［図３３・３４］
　　　　※品番①ドレンアップメカの吊下げには、品番⑦座金を使用してください。
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ＦＣＵ本体の仕様
吸込ボックス取付
吸込ボックス＋電動弁取付

Ａ寸法
４５３
６２３ ４１４

２４４
Ｂ寸法

⑦⑦

①

吸込ボックス取付の場合
吸込ボックス＋電動弁取付の場合

図３４

電動弁取付の場合
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接続管Ｆ（現地手配）

接続管Ｄ（現地手配）

硬質塩ビパイプ

硬質塩ビ管エルボ
ＶＰ－２０用

ＶＰ－２０
硬質塩ビパイプ

硬質塩ビ管４５°エルボ
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

硬質塩ビ管４５°エルボ
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

硬質塩ビ管エルボ
ＶＰ－２０用

図３５

ＶＰ－２０

ＶＰ－２０用
硬質塩ビ管エルボ

硬質塩ビ管エルボ

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

ＶＰ－２０

ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ

接続管Ｅ（現地手配）

硬質塩ビ管ソケット
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

接続管Ｃ（現地手配）

硬質塩ビ管ソケット
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

接続管Ａ（現地手配）

ＶＰ－２０用
硬質塩ビ管４５°エルボ

硬質塩ビ管エルボ
ＶＰ－２０用

ＶＰ－２０

製作する接続管

接続管Ｅ・接続管Ｆ

接続管Ｃ・接続管Ｄ
接続管Ａ・接続管Ｂ

吸込ボックス取付
吸込ボックス＋電動弁取付

電動弁取付
標準品
ＦＣＵ本体の仕様

［Ｘ］
［Ｙ］

［Ｚ］

硬質塩ビパイプ

接続管Ｂ（現地手配）

硬質塩ビ管ソケット
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

●ドレン配管の取付
　（１）硬質塩ビ管ソケット・エルボ・４５°エルボ（いずれもＶＰ－２０用）、硬質塩ビパイプ（ＶＰ－２０）にて接続管を製作

してください。［図３５］
　※接続部は全て全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。
　※ＦＣＵ本体の仕様により、製作する接続管が異なります。製作する接続管の組合せは下表を参照してください。
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接続管Ｃ

図３６

③

（現地手配）

［Ｙ］電動弁取付の場合

接続管Ｄ

（現地手配）

断熱材（現地手配）

（現地手配）
接続管Ａ

接続管Ｂ
（現地手配）

［Ｘ］標準品の場合

　（２）ＦＣＵ本体の補助ドレンパンに接続管Ａ・Ｃ・Ｅを取付け、接続管Ｂ・Ｄ・Ｆ、品番③ドレンホース１、品番⑤ホース
バンド１を使用し品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース
全体に断熱材（現地手配）を巻付けてください。［図３６・３７］
　※接続管同士の接続は全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。
　※補助ドレンパンのドレン口ＰＴネジ部には、シールテープを２～３回巻付け確実に水密シールを行ってください。

③

③⑤① ⑤

30WT07794X02



［Ｚ］吸込ボックス取付・吸込ボックス＋電動弁取付の場合
※下図は吸込ボックス取付を示します。吸込ボックス＋電動弁取付の場合も取付方法は同一となります。

（現地手配）

接続管Ｅ
（現地手配）

接続管Ｆ

断熱材（現地手配）

③

図３７

⑤

⑤

①

③

WT07794X0231



［８］ＬＨ－ＷＢＲ－Ｂ形に取付ける場合（以下の図は全て左配管時を示します。右配管時は全て対称となります。）

●ＦＣＵ本体の取付準備
　　端子台カバーを取外してください。［図３８］（端子台カバーは取付作業終了後に元通り取付けますので、
　　無くさないようにしてください。）

端子台カバー

端子台

図３８

●ドレンアップメカの設置
　　ＦＣＵ本体の配管側に品番①ドレンアップメカを設置してください。［図３９・４０］
　　　　※品番①ドレンアップメカの吊下げには、品番⑦座金を使用してください。

図３９標準品の場合

⑦

①2
7
4

2
1
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⑦

①

⑦

吸込ボックス取付の場合 図４０
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●ドレン配管の取付
　（１）エルボ（ＶＰ－２０用）、硬質塩ビパイプ（ＶＰ－２０）にて接続管を製作してください。［図４１］

※接続部は全て全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。

硬質塩ビ管エルボ
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

図４１
標準品の場合

硬質塩ビ管エルボ
ＶＰ－２０用

硬質塩ビパイプ
ＶＰ－２０

吸込ボックス取付の場合

　（２）ＦＣＵ本体ドレンパンにドレンホース（本体同梱付属品）を取付け、接続管・品番③ドレンホース１・品番⑤ホース
バンド１を使用し品番①ドレンアップメカとＦＣＵ本体を接続してください。接続後、接続管およびドレンホース
全体に断熱材（現地手配）を巻付けてください。［図４２・４３］

図４２標準品の場合

断熱材（現地手配）

③⑤① ⑤

ホースバンド（本体同梱付属品）

ドレンホース（本体同梱付属品）

接続管（現地手配）

③

結束バンド（現地手配）

※ＦＣＵ本体ドレンパン・ドレンホース（本体同梱付属品）・接続管は、ＦＣＵ本体に同梱付属されているホース
　バンドと結束バンド（現地手配）でそれぞれ接続してください。
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吸込ボックス取付の場合 図４３

ホースバンド（本体同梱付属品）

ドレンホース（本体同梱付属品） 結束バンド（現地手配）

接続管（現地手配）

③

⑤① ⑤

断熱材（現地手配）

③

(9
0
)

(97)
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●注意事項
　（１）ドレン配管立上げ寸法は２３０ｍｍ以上にならないように施工してください。２３０ｍｍ以上になりますと、運転

停止時におけるドレン水の逆流量が多くなり、ドレンアップメカ内タンクのオーバーフローの原因になります。
　（２）ドレン配管の横引きは、必ず１／１００以上の勾配を取ってください。
　（３）ドレン配管の横引きが長い場合は途中に支持金具を設け、ドレン配管の波打ちを防止してください。
　（４）ドレン配管の施工が図45のようにならないように注意してください。水漏れおよび露垂れの原因になります。

ドレンパイプの
再立上げ

ドレン配管の
通気管

ドレンパイプの
横引き上での合流

ドレン配管の
トラップ

ドレン配管の
断熱不良

図45

図44

硬質塩ビ管エルボ

ＶＰ－２５
硬質塩ビパイプ

ＶＰ－２５用 透明カフス側

硬質塩ビパイプ

断熱材（現地手配）

●ドレン配管の取付
　（１）硬質塩ビ管エルボ(ＶＰ－２５用)、硬質塩ビパイプ（ＶＰ－２５）を用意し、品番④ドレンホース２、品番⑥ホース

バンド２、品番⑧結束バンドと共に品番①ドレンアップメカの排水口に接続してください。［図44］
　※硬質塩ビ管エルボと硬質塩ビパイプは全周を塩ビ系接着剤にて接着し、確実に水漏れの無いようにしてください。

　（２）ドレン配管部に断熱材を巻き、防露処理を行ってください。［図44］

⑧

５． 配管工事

ＶＰ－２５

⑧④

⑥

①

150以下

2
3
0
以
下
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ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ
ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ

ＬＨ－ＷＦＲＰ・ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２
ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ

適用機種

図47

Ｂ側ＦＣＲ－４０１Ｗ
Ｂ側

スイッチ設定表

切換
スイッチ
（ＳＷ１）

風量調節スイッチ

Ｂ側ＦＣＲ－２０１Ｗ

ＦＣＲ－３０１Ｗ

　（３）ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形・ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形・LH-WBR-B形に取付ける場合、品番①ドレンアッ
プメカの制御箱内にある制御基板に実装されている短絡ピン（ＪＰ１）を取外してください。［図47］
　※ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形･ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形･ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形･ＬＨ－ＷＢＲ形に取付ける場合、本作業は不要です。

　（５）使用する風量調節スイッチ（弊社別売品）に応じて、品番①ドレンアップメカの制御箱内にある制御基板に
実装されている切換スイッチ（ＳＷ１）の設定を行ってください。［図47］
　※ＦＣＲ－１００Ｗ・ＦＣＲ－１０１Ｗを使用する場合、本作業は不要です。それ以外の風量調節スイッチを
　　使用する場合、下記設定表に基づいて切換スイッチ（ＳＷ１）の設定を行ってください。
　※切換スイッチ（ＳＷ１）はツマミ部がロックされています。ツマミ部を上に引き上げながら反対側に
　　倒しますと切換えが可能です。

制御箱

図46

制御箱カバー

①

配線図銘板（裏面）

６． 電気工事
●配線準備
　（１）品番①ドレンアップメカの制御箱カバーを取外してください。［図46］
　（２）ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形に取付ける場合、取外した制御箱カバーの裏面に貼付けてある配線図銘板の上に品番59

配線図銘板を貼付けてください。［図46］

ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ・ＬＨ－ＷＢＲ・LH-WBR-B
Ａ側ＦＣＲ－１０１Ｗ

ＦＣＲ－１００Ｗ

ＬＨ－ＷＦＲＰ・ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２
ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ

ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ・ＬＨ－ＷＢＲ・LH-WBR-B

　（４）ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形に取付ける場合、ＦＣＵ本体から取外した電源プラグを端子台0－1に接続してください。［図47］

制御基板

ＪＰ
１

切換スイッチ（ＳＷ１）

ＳＷ１

Ａ

Ｂ

短絡ピン（ＪＰ１）

電源プラグ（ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形のみ取付）

WT07794X0237



５±１ｍｍ皮剥き

取除く

クロ

シロ

ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ

機種

ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ
ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ １２００

シロ

図49

クロ

シロ

⑮㉗4052

⑮㉗4052のみ ⑮⑯㉗㉘
40415253

⑳334658

⑯㉘4153

シロ

クロ

ＢＡ

クロ

切断

　（７）工場より出荷された電動弁以外の電動弁（スプリングリターン式に限る）を使用する場合、品番⑮㉗4052
リード線２のコード被覆部を２０ｍｍ取除き、コネクター部を切断・５±１ｍｍ皮剥きしてください。ＦＣＵ・
小形空調機本体が４管式熱交換器仕様の場合、品番⑯㉘4153リード線３も同様の加工を行ってください。

図４8

３０００
１０００

クロ

１１００

シロ

９００

５±１ｍｍ皮剥き

⑮㉗4052

２８００

クロ

シロ

切断

　（６）ＦＣＵ・小形空調機本体が４管式熱交換器仕様の場合、品番⑮㉗4052リード線２の白色リード線丸端子部を
切断し、５±１ｍｍ皮剥き後、品番⑳334658丸端子にて品番⑯㉘4153リード線３と接続してください。［図48］
　※ＦＣＵ・小形空調機本体の熱交換器が２管式（標準品または低水量仕様）の場合、本作業は不要です。

ＬＨ－ＷＦＲＰ ９００ １０００

以下の作業は、ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形・ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形に取付ける場合のみ
行ってください。

［図49］

20

B

A
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［１］ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形標準仕様

●配線作業
　（１）以下に示す接続図に基づいて、配線作業を行ってください。

※現地手配の電動弁（スプリングリターン式に限る）を使用する場合、コネクター部を切断して電動弁とリード線
　を圧着端子にてカシメ接続してください。

名　　　　称

ＳＷ１ 切換スイッチ（注１１）
ドレンポンプ
フロートスイッチ（異常水位）

送風機用電動機
コンデンサー
フロートスイッチ（水位検知）

ＤＰ
ＦＳＷ２
ＦＳＷ１
Ｃ
ＭＦ
記　号

シロ

Ｘ５
補助継電器（ドレンポンプ）Ｘ６

ＭＶ

Ｘ３
Ｘ２ 補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）

電動２方弁

補助継電器Ｘ４

補助継電器Ｘ１

Ｔ タイマー（残留運転）
ヒューズ（３Ａ）Ｆ１・Ｆ２

　１１． 切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用電動機が焼損します。
　５． １４００ＷＣＲ－Ｄ形、１２００ＷＣＲ－Ｅ形、８００・１２００ＷＦＲ－Ｅ形、６００・８００ＷＦＲ－Ｆ形、

　６． ＷＣＲ形、ＷＦＲＰ形の本体５番端子は予備強ノッチ用です。高性能フィルター仕様以外は使用しないでください。
　７． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。

（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　８． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　９． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。

本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。
　１０． ＦＣＲ－１０１Ｗ・ＦＣＲ－２０１Ｗを使用した場合、ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチ

の表示灯は点灯します。

⑭㉖39 ⑮㉗40

クロ

（注１１）

１

Ｘ５Ｘ３

ＣＮ３

ＦＳＷ１

ＦＳＷ２

ＣＮ２

Ｘ２

２

１
２

Ｘ４

Ｘ１

Ｘ１
３

１ ８
Ｔ

Ｘ６

Ｃ
Ｂ

Ｅ

１
2

UU

Ｃ

Ｘ３

３

ＤＰ １～
Ｍ

ＣＮ１

Ｘ６

Ｍ
１～

Ｘ５

Ｘ３

Ｃ

Ｍ

ＭＶ

１～

Ｘ５ Ｘ４

Ｘ２

Ｍ Ｘ１

Ｂ

Ａ

ＳＷ１

Ｘ４

Ｘ３

U

ク
ロ

ア
カ

ア
オ

シ
ロ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

ＷＣＲ形・ＷＦＲＰ形のみ

６ ７ ８１０ ２

高静圧仕様・高性能フィルター仕様の場合

シ
ロ

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

３ ４ ５

標準フィルターの場合

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

０ ２ ３ ４ ５

ファンコイルユニット本体

６ ７ ８１

風量調節
スイッチへ

ＤＣ１２Ｖ回路

１２

Ｆ２

Ｆ１

８
７

６

電源単相１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

端子台

ドレンアップメカ本体

２

９

３

１０
１～

１１

Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４ 4

アース端子

１

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

ＭＦ ＭＦ

コネクター
端子台

（注６）

ファンコイルユニット本体

ＣＮ１～ＣＮ３

１２００ＷＦＲＰ形は送風機用電動機が２台になります。

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

０

１
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［２］ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形４管式熱交換器仕様

送風機用電動機
コンデンサーＣ

ＭＦ
記　号

Ｘ５
Ｘ６

Ｘ３
Ｘ２

補助継電器Ｘ４

補助継電器Ｘ１

ＳＷ１ 切換スイッチ（注１１）

Ｔ タイマー（残留運転）

ドレンポンプ
フロートスイッチ（異常水位）
フロートスイッチ（水位検知）

ＤＰ
ＦＳＷ２
ＦＳＷ１

ＳＷ２ 冷暖切換スイッチ
＜現地手配・現地取付＞

ヒューズ（３Ａ）Ｆ１・Ｆ２

コネクター
端子台

ＭＶ１ 電動２方弁（冷房用）
ＭＶ２ 電動２方弁（暖房用）

名　　　　称

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用電動機が焼損します。
　５． １４００ＷＣＲ－Ｄ形、１２００ＷＣＲ－Ｅ形、８００・１２００ＷＦＲ－Ｅ形、６００・８００ＷＦＲ－Ｆ形、

　６． ＷＣＲ形、ＷＦＲＰ形の本体５番端子は予備強ノッチ用です。高性能フィルター仕様以外は使用しないでください。
　７． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。
　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　８． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　９． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。
　１０． ＦＣＲ－１０１Ｗ・ＦＣＲ－２０１Ｗを使用した場合、ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチ
　　　の表示灯は点灯します。

クロ

クロ

シロ
シロ

ＳＷ２

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１

Ｃ

Ｍ
１～

Ｃ

Ｍ
１～

ク
ロ

ア
カ

ア
オ

シ
ロ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

６ ７ ８１０ ２

高静圧仕様・高性能フィルター仕様の場合

シ
ロ

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

３ ４ ５

標準フィルターの場合

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

０ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８１

ＭＦ ＭＦ

冷房

暖房
ＭＶ２

電源単相１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

ドレンアップメカ本体

風量調節
スイッチへ

１

Ｆ２

UU

アース端子

０ Ｆ１

１２

U

１

Ｘ５Ｘ３

ＦＳＷ１
ＣＮ２

２

Ｘ４

Ｘ１

Ｘ１
３

１ ８Ｔ

ＣＢ

Ｅ
Ｘ２

Ｘ１
Ｘ６

ＣＮ１

Ｍ
１～ＤＰ

３
２
１

Ｍ
ＭＶ１

Ｘ５ Ｘ４

Ｍ
１～

Ｘ５

Ｘ３

Ｘ３
Ｘ３

Ｂ

Ａ

ＳＷ１

Ｘ４

４Ｒ４
Ｒ３
Ｒ２

１１

１０

３

９

２

端子台

６
７
８

１～

ＣＮ３

ＦＳＷ２

Ｘ２１
２

Ｘ６
（注１１）

ＤＣ１２Ｖ回路

ＣＮ１～ＣＮ３

　１１． 切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

ＷＣＲ形・ＷＦＲＰ形のみ
（注６）

ファンコイルユニット本体 ファンコイルユニット本体

　　　１２００ＷＦＲＰ形は送風機用電動機が２台になります。

１

１

１

⑭㉖39 ⑮㉘41 ⑯㉗40

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）
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５０Ｈｚ地区
［３］ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形標準仕様

ＸＫ２

ＬＭ

ＭＦ

Ｔ
ＬＣ
ＬＣ

ＬＢ

０
小形空調機本体

３

４ アカ

アオ

２
１ シロ

クロ

リレーボックス
（現地手配）
 ＜別設置＞

Ｅ

ＲＬ

ＲＣ

ＲＢ

ＲＨ

ＲＭ

Ｎ

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

１

アース端子

４Ｒ４
Ｒ３
Ｒ２

１１

１～
１０

３

９

２

ドレンアップメカ本体

端子台

６

７
８

Ｆ１

Ｆ２

１２

ＤＣ１２Ｖ回路

風量調節
スイッチへ

U

Ｘ３

Ｘ４

ＳＷ１

Ｂ

Ａ

Ｘ１Ｍ

Ｘ２

Ｘ４Ｘ５

ＭＶ

Ｘ３

Ｘ５

ＣＮ１

Ｍ
１～ＤＰ

１

Ｘ３

U U

２
３

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

２
１

２

Ｘ２

ＣＮ２

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

ＣＮ３

Ｘ３ Ｘ５

１

電源単相１００Ｖ
　５０Ｈｚ

ＸＫ３

ＸＫ２

ＸＫ１

ＸＫ４

ＸＫ４

ＸＫ１

ＬＬ

ＸＫ３

ＬＨ Ｃ

１～
Ｍ

５

６

７

８

Ｘ６

ＭＶ 電動２方弁

51

52

54

補助継電器

Ｆ１・Ｆ２ ヒューズ（３Ａ）

ＸＫ１～ＸＫ４

ＭＦ
Ｃ

ＦＳＷ１
ＦＳＷ２
ＤＰ

フロートスイッチ（水位検知）
コンデンサー
送風機用電動機

フロートスイッチ（異常水位）
ドレンポンプ

タイマー（残留運転）Ｔ

　１１． ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの表示灯は点灯します。

切換スイッチＳＷ１

Ｘ１ 補助継電器

Ｘ４ 補助継電器

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用電動機が焼損します。
　５． １４００・１８００形は送風機用電動機が２台になります。
　６． 電源周波数により、リレーボックス－小形空調機本体間の接続が異なります。
　７． 風量調節スイッチへの配線は，φ１．６又はφ２．０の単線を使用してください。
　８． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。
　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　９． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　１０． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。

Ｘ２
Ｘ３

記　号

端子台
コネクター

Ｘ６
Ｘ５

ＣＮ１～ＣＮ３

名　　　　称

アオ

シロ
ハイ

クロ

シロ

ハイ

アカ

クロ

シロ

電源単相１００Ｖ
　５０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
　５０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

１

０

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）
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ＭＶ 電動２方弁

補助継電器

Ｆ１・Ｆ２ ヒューズ（３Ａ）

ＸＫ１～ＸＫ４

ＭＦ
Ｃ

ＦＳＷ１
ＦＳＷ２
ＤＰ

フロートスイッチ（水位検知）
コンデンサー
送風機用電動機

フロートスイッチ（異常水位）
ドレンポンプ

タイマー（残留運転）Ｔ

　１１． ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの表示灯は点灯します。

切換スイッチＳＷ１

Ｘ１ 補助継電器

Ｘ４ 補助継電器

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用電動機が焼損します。
　５． １４００・１８００形は送風機用電動機が２台になります。
　６． 電源周波数により、リレーボックス－小形空調機本体間の接続が異なります。
　７． 風量調節スイッチへの配線は，φ１．６又はφ２．０の単線を使用してください。
　８． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。
　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　９． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　１０． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。

Ｘ２
Ｘ３

記　号

端子台
コネクター

Ｘ６
Ｘ５

ＣＮ１～ＣＮ３

名　　　　称

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）

ハイ

アオ

６０Ｈｚ地区

ＸＫ２

ＬＭ

ＭＦ

Ｔ
ＬＣ
ＬＣ

ＬＢ

０
小形空調機本体

３

４ アカ

アオ

２
１ シロ

クロ

リレーボックス
（現地手配）
 ＜別設置＞

Ｅ

ＲＬ

ＲＣ

ＲＢ

ＲＨ

ＲＭ

Ｎ

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

１

アース端子

１１

１～
１０

９

ドレンアップメカ本体

端子台

６

７
８

Ｆ１

Ｆ２

１２

ＤＣ１２Ｖ回路

風量調節
スイッチへ

U

Ｘ３

Ｘ４

ＳＷ１

Ｂ

Ａ

Ｘ１Ｍ

Ｘ２

Ｘ４Ｘ５

ＭＶ

Ｘ３

Ｘ５

ＣＮ１

Ｍ
１～ＤＰ

１

Ｘ３

U U

２
３

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

２
１

２

Ｘ２

ＣＮ２

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

ＣＮ３

Ｘ３ Ｘ５

１

電源単相１００Ｖ
　６０Ｈｚ

ＸＫ３

ＸＫ２

ＸＫ１

ＸＫ４

ＸＫ４

ＸＫ１

ＬＬ

ＸＫ３

ＬＨ Ｃ

１～
Ｍ

５

６

７

８

Ｘ６

シロ

クロ

シロ

ハイ

アカ

クロ

シロ

電源単相１００Ｖ
　６０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
　６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

１

０

４Ｒ４
Ｒ３
Ｒ２

３
２

51

52

54
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　１１． ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの表示灯は点灯します。

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の

　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。

　５． １４００・１８００形は送風機用電動機が２台になります。
　６． 電源周波数により、リレーボックス－小形空調機本体間の接続が異なります。
　７． 風量調節スイッチへの配線は，φ１．６又はφ２．０の単線を使用してください。
　８． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを
　　　行ってください。（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　９． 電源は絶対に切らないでください。

　１０． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される

　　　現地にて警報回路を組んでください。
　　　異常出力を設けています。本出力（端子７－８番間）を利用し、

　　　（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）

　　　誤配線しますと送風機用電動機が焼損します。

　　　「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）

［４］ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形４管式熱交換器仕様
５０Ｈｚ地区

ＭＦ

０
小形空調機本体

３

４ アカ

アオ

２
１ シロ

クロ

Ｃ

１～
Ｍ

５

６

７

８

アース端子
ドレンアップメカ本体

Ｆ１

Ｆ２

１２

ＤＣ１２Ｖ回路
U

U U

ＸＫ２

ＬＭ

Ｔ
ＬＣ
ＬＣ

ＬＢ

リレーボックス
（現地手配）
 ＜別設置＞

Ｅ

ＲＬ

ＲＣ

ＲＢ

ＲＨ

ＲＭ

Ｎ

ＸＫ３

ＸＫ２

ＸＫ１

ＸＫ４

ＸＫ４

ＸＫ１

ＬＬ

ＸＫ３

ＬＨ

ハイ
シロ

アカ

クロ

シロ

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

１

９

端子台

６

７
８

風量調節
スイッチへ

Ｘ４

Ｂ

Ａ

Ｘ１

Ｘ２

Ｘ４Ｘ５

Ｘ５

ＣＮ１

Ｍ
１～ＤＰ

１
２
３

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

２
１

２

Ｘ２

ＣＮ２

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

ＣＮ３

Ｘ３ Ｘ５

１

Ｘ６

シロ

ＭＶ２

１０
１～
Ｍクロ

ＭＶ１
１１ クロ

１～
Ｍ

Ｘ３

Ｘ３
Ｘ３

シロ

冷房

暖房
ＳＷ２

ＭＦ
Ｃ コンデンサー

送風機用電動機
名　　　　称記　号

ＸＫ１～ＸＫ４
ＣＮ１～ＣＮ３

補助継電器

端子台
コネクター

記　号 名　　　　称

ＳＷ１

ドレンポンプＤＰ
フロートスイッチ（異常水位）ＦＳＷ２
フロートスイッチ（水位検知）ＦＳＷ１

ＳＷ１ 切換スイッチ
冷暖切換スイッチ
＜現地手配・現地取付＞ＳＷ２

ヒューズ（３Ａ）
タイマー（残留運転）Ｔ

Ｆ１・Ｆ２
補助継電器Ｘ１

Ｘ２
Ｘ３

補助継電器Ｘ４
Ｘ５
Ｘ６
ＭＶ１ 電動２方弁（冷房用）

電動２方弁（暖房用）ＭＶ２

ハイ

アオ

電源単相１００Ｖ
　５０Ｈｚ

電源単相１００Ｖ
　５０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
　５０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

１

０

４Ｒ４
Ｒ３
Ｒ２

３
２

51

52 53

54
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　１１． ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの表示灯は点灯します。

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の

　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。

　５． １４００・１８００形は送風機用電動機が２台になります。
　６． 電源周波数により、リレーボックス－小形空調機本体間の接続が異なります。
　７． 風量調節スイッチへの配線は，φ１．６又はφ２．０の単線を使用してください。
　８． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを
　　　行ってください。（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　９． 電源は絶対に切らないでください。

　１０． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される

　　　現地にて警報回路を組んでください。
　　　異常出力を設けています。本出力（端子７－８番間）を利用し、

　　　（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）

　　　誤配線しますと送風機用電動機が焼損します。

　　　「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）

6０Ｈｚ地区

ＭＦ

０
小形空調機本体

３

４ アカ

アオ

２
１ シロ

クロ

Ｃ

１～
Ｍ

５

６

７

８

アース端子
ドレンアップメカ本体

Ｆ１

Ｆ２

１２

ＤＣ１２Ｖ回路
U

U U

ＸＫ２

ＬＭ

Ｔ
ＬＣ
ＬＣ

ＬＢ

リレーボックス
（現地手配）
 ＜別設置＞

Ｅ

ＲＬ

ＲＣ

ＲＢ

ＲＨ

ＲＭ

Ｎ

ＸＫ３

ＸＫ２

ＸＫ１

ＸＫ４

ＸＫ４

ＸＫ１

ＬＬ

ＸＫ３

ＬＨ

ハイ
シロ

アカ

クロ

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

１

９

端子台

６

７
８

風量調節
スイッチへ

Ｘ４

Ｂ

Ａ

Ｘ１

Ｘ２

Ｘ４Ｘ５

Ｘ５

ＣＮ１

Ｍ
１～ＤＰ

１
２
３

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

２
１

２

Ｘ２

ＣＮ２

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

ＣＮ３

Ｘ３ Ｘ５

１

Ｘ６

シロ

ＭＶ２

１０
１～
Ｍクロ

ＭＶ１
１１ クロ

１～
Ｍ

Ｘ３

Ｘ３
Ｘ３

シロ

冷房

暖房
ＳＷ２

ＭＦ
Ｃ コンデンサー

送風機用電動機
名　　　　称記　号

ＸＫ１～ＸＫ４
ＣＮ１～ＣＮ３

補助継電器

端子台
コネクター

記　号 名　　　　称

ＳＷ１

ドレンポンプＤＰ
フロートスイッチ（異常水位）ＦＳＷ２
フロートスイッチ（水位検知）ＦＳＷ１

ＳＷ１ 切換スイッチ
冷暖切換スイッチ
＜現地手配・現地取付＞ＳＷ２

ヒューズ（３Ａ）
タイマー（残留運転）Ｔ

Ｆ１・Ｆ２
補助継電器Ｘ１

Ｘ２
Ｘ３

補助継電器Ｘ４
Ｘ５
Ｘ６
ＭＶ１ 電動２方弁（冷房用）

電動２方弁（暖房用）ＭＶ２

電源単相１００Ｖ
　6０Ｈｚ

電源単相１００Ｖ
　6０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
　6０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

１

０

４Ｒ４
Ｒ３
Ｒ２

３
２

51

52 53

ハイ

アオ

シロ

54
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補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）

端子台

補助継電器

U

８

Ｘ５

１

U

ヒューズ＜３Ａ＞

U

注１０

ＦＣＲ－２０１Ｗ仕様の場合

Ｍ
１～

Ｍ
１～

０ ２

Ｂ

３ ４

Ａ

５ ６

ＳＷ１

７ ８

１
２

１

３

ＦＳＷ１

ＦＳＷ２

Ｘ５

４Ｒ４

１０． 切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

Ｒ３

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． ８００・１２００ＷＦ形は送風機用電動機が２台になります。
　５． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。
　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　６． 表示灯用電源線です。表示灯が有る場合のみ配線してください。
　７． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　８． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。
　９． ＦＣＲ－１０１Ｗ・２０１Ｗを使用した場合およびファンコイルユニット本体に表示灯が有る場合、
　　　ドレンポンプ異常時でも表示灯は点灯します。

ＭＶ

Ｒ２

Ｘ６

ＤＰ ＣＮ１

ＣＮ２

ＣＮ３

１１

Ｘ３
Ｘ３
Ｘ３

１０

３

９

２

ＦＣＲ－１００Ｗ・１０１Ｗ仕様の場合

１～
Ｍ
ＭＦ

Ｃ

ア
カ

６

ア
オ

ク
ロ

７

シ
ロ

８

表示灯有りの場合　

Ｘ５

Ｘ４

ＰＬ

Ｘ４

Ｘ２

１

２

１

２

Ｘ３Ｘ５

Ｘ４

Ｘ１

Ｘ１
３

１

表示灯（本体運転）ＰＬ

８

注６

Ｔ

注６

表示灯有りの場合　

Ｘ６

ＣＢ

Ｅ

Ｘ２

Ｘ１

Ｆ２

Ｆ１

風量調節
スイッチへ

１～
Ｍ
ＭＦ

１

Ｃ

ＰＬ

コネクター

Ｘ４ 補助継電器

記　号
ＭＦ
Ｃ

ＦＳＷ１
ＦＳＷ２
ＤＰ

フロートスイッチ（水位検知）

コンデンサー
送風機用電動機

フロートスイッチ（異常水位）
ドレンポンプ

電動２方弁

タイマー（残留運転）

ドレンアップメカ本体

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

Ｘ２
Ｘ３

０

Ｔ

２

ＭＶ

３

名　　　　称

端子台

１２

４

切換スイッチ（注１０）

５

ＳＷ１

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

Ｘ６

６

Ｘ１

７

Ｆ１・Ｆ２

［５］ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形標準仕様

ＣＮ１～ＣＮ３

ファンコイルユニット本体ファンコイルユニット本体

注６

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

１

０

１

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）
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補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）

１０． 切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． ８００・１２００ＷＦ形は送風機用電動機が２台になります。
　５． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。
　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）
　６． 表示灯用電源線です。表示灯が有る場合のみ配線してください。
　７． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　８． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。
　９． ＦＣＲ－１０１Ｗ・２０１Ｗを使用した場合およびファンコイルユニット本体に表示灯が有る場合、
　　　ドレンポンプ異常時でも表示灯は点灯します。

表示灯（本体運転）ＰＬ

１～
Ｍ ＭＶ２

記　号
ＭＦ
Ｃ

ＦＳＷ１
ＦＳＷ２
ＤＰ

フロートスイッチ（水位検知）

コンデンサー
送風機用電動機

フロートスイッチ（異常水位）
ドレンポンプ

名　　　　称

ＳＷ１ 切換スイッチ（注１０）

ヒューズ＜３Ａ＞

Ｘ５

補助継電器Ｘ１

Ｘ６

Ｔ

Ｘ３
Ｘ２

タイマー（残留運転）

補助継電器Ｘ４

ＳＷ２

ＭＶ１ 電動２方弁（冷房用）

名　　　　称記　号

コネクター
端子台

ＭＶ２ 電動２方弁（暖房用）

ＳＷ２

冷房

暖房

U

８１

U

U

Ｆ１・Ｆ２

注１０

Ｍ
１～

Ｍ
１～

０ ２

Ｂ

３ ４

Ａ

５ ６

ＳＷ１

７ ８

１
２

１

３

ＦＳＷ１

ＦＳＷ２

Ｘ５

４Ｒ４
Ｒ３

ＭＶ１

Ｒ２

Ｘ６

ＤＰ ＣＮ１

ＣＮ２

ＣＮ３

１１

Ｘ３
Ｘ３
Ｘ３

１０

３

９

２

１～
Ｍ
ＭＦ

Ｃ

端子台

ア
カ

６

ア
オ

ク
ロ

７

シ
ロ

８

表示灯有りの場合　

Ｘ５
Ｘ４

ＰＬ

Ｘ４

Ｘ２

１

２

１

２

Ｘ３Ｘ５

Ｘ４

Ｘ１

Ｘ１
３

１ ８

注６

Ｔ

注６

表示灯有りの場合　

Ｘ６

ＣＢ

Ｅ

Ｘ２

Ｘ１

Ｆ２

Ｆ１

風量調節
スイッチへ

１～
Ｍ
ＭＦ

１

Ｃ

ＰＬ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

０ ２ ３

１２

４ ５

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

６ ７

［６］ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形４管式熱交換器仕様

ドレンアップメカ本体

注６

ＣＮ１～ＣＮ３

ＦＣＲ－２０１Ｗ仕様の場合ＦＣＲ－１００Ｗ・１０１Ｗ仕様の場合
ファンコイルユニット本体ファンコイルユニット本体

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

１

０

１

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

冷暖切換スイッチ
＜現地手配・現地取付＞
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［７］ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形・ＬＨ－ＷＢＲ形標準仕様

ドレンアップメカ本体

１ ８７６５４３２０

シ
ロ
ク
ロ
ア
オ
ア
カ
ダ
イ
ダ
イ

標準フィルターの場合

５４３

高性能フィルター仕様の場合

２０ １ ８７６

ＭＦ
Ｍ
１～

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

ＣＣ

ＭＦ
Ｍ
１～

端子台 １～

１～

注１０

U

U

U

１２

１

風量調節
スイッチへ

Ｆ１

Ｆ２

Ｘ１

Ｘ２

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

Ｘ５Ｘ３

２

１

２

１

Ｘ２

Ｘ４

Ｘ４

Ｘ５

８

７

６

２

９

３

１０

Ｘ３
Ｘ３
Ｘ３

１１

ＣＮ３

ＣＮ２

ＣＮ１ＤＰ

Ｘ６

Ｒ２

ＭＶ

Ｒ３
Ｒ４ ４

Ｘ５

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

３
２
１

ＳＷ１

Ａ

Ｂ

Ｍ

Ｍ

Ｆ１・Ｆ２ ヒューズ＜３Ａ＞

Ｘ５

補助継電器Ｘ１

１０． 切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

　　　表示灯は点灯します。

Ｘ６

ＳＷ１ 切換スイッチ（注１０）

端子台

名　　　　称

ＭＶ

Ｔ

Ｘ３
Ｘ２

タイマー（残留運転）

電動２方弁

ドレンポンプ
フロートスイッチ（異常水位）

送風機用電動機
コンデンサー
フロートスイッチ（水位検知）

ＤＰ
ＦＳＷ２
ＦＳＷ１
Ｃ
ＭＦ
記　号

補助継電器Ｘ４

コネクター

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用

　５． ファンコイルユニット本体の５番端子は予備強ノッチ用です。高性能フィルター仕様以外は

　６． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。

　７． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　８． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。

　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）

　　　使用しないでください。

　　　電動機が焼損します。

　９． ＦＣＲ－１０１Ｗ・ＦＣＲ－２０１Ｗを使用した場合、ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

ＣＮ１～ＣＮ３

ファンコイルユニット本体 ファンコイルユニット本体

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

２Ｐプラグ仕様の場合

０

１

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（ドレンポンプ）
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１０． 切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

　　　表示灯は点灯します。

注１． アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２． 破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３． 風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照してください。
　４． 電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用

　５． ファンコイルユニット本体の５番端子は予備強ノッチ用です。高性能フィルター仕様以外は

　６． 異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。

　７． 電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　８． ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。

　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）

　　　使用しないでください。

　　　電動機が焼損します。

　９． ＦＣＲ－１０１Ｗ・ＦＣＲ－２０１Ｗを使用した場合、ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの

補助継電器（異常信号）

補助継電器（異常信号）
補助継電器（異常信号）

補助継電器（ドレンポンプ） 名　　　　称記　号

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

暖房

冷房

ＳＷ２

１～

注１０

U

U

U

１２

１

風量調節
スイッチへ

Ｆ１

Ｆ２

Ｘ１

Ｘ２

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

Ｘ５Ｘ３

Ｍ

２

１～

１

２

１

Ｘ２

Ｘ４

Ｘ４
Ｘ５

８

７

６

電動２方弁（暖房用）

２

９

３
Ｘ３
Ｘ３
Ｘ３

ＭＶ２

ＣＮ３

ＣＮ２

ＣＮ１ＤＰ

Ｘ６

Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４ ４

Ｘ５

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

３
２
１

ＳＷ１

Ａ

Ｂ

Ｍ

ＳＷ１

Ｆ１・Ｆ２ ヒューズ＜３Ａ＞

Ｘ５

ドレンアップメカ本体

補助継電器Ｘ１

１ ８７６５４３２０

シ
ロ
ク
ロ
ア
オ
ア
カ
ダ
イ
ダ
イ

標準フィルターの場合

５４

ＭＦ

３

Ｍ
１～

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

高性能フィルター仕様の場合

ク
ロ

シ
ロ

２０ １ ８７６

Ｃ

Ｘ６

切換スイッチ（注１０）

端子台

名　　　　称

Ｔ

Ｘ３
Ｘ２

Ｃ

ＭＦ

タイマー（残留運転）

ＭＶ１

ドレンポンプ
フロートスイッチ（異常水位）

送風機用電動機
コンデンサー
フロートスイッチ（水位検知）

ＤＰ
ＦＳＷ２
ＦＳＷ１
Ｃ
ＭＦ
記　号

補助継電器Ｘ４

コネクター

端子台

１０

１１

電動２方弁（冷房用）

ＳＷ２ 冷暖切換スイッチ

［８］ＬＨ－ＷＢＲ形４管式熱交換器仕様

ＭＶ１
１～
Ｍ

ＭＶ２Ｍ
１～

ＣＮ１～ＣＮ３

ファンコイルユニット本体 ファンコイルユニット本体

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

０

１

　　　　　異常出力
（接点容量最大３Ａ）

＜現地手配・現地取付＞
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［９］ＬＨ－ＷＢＲ－Ｂ形標準仕様

ドレンアップメカ本体

１ ８７６５４３２０

シ
ロ
ク
ロ
ア
オ
ア
カ
ダ
イ
ダ
イ

機外静圧７０Ｐａ仕様の場合

５４３

機外静圧２５Ｐａ仕様の場合

２０ １ ８７６

ＭＦ
Ｍ
１～

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

ＣＣ

ＭＦ
Ｍ
１～

端子台 １～

１～

注９

U

U

U

１２

１

風量調節
スイッチへ

Ｆ１

Ｆ２

Ｘ１

Ｘ２

Ｅ
Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

Ｘ５Ｘ３

２

１

２

１

Ｘ２

Ｘ４

Ｘ４

Ｘ５

８

７

６

２

９

３

１０

Ｘ３
Ｘ３
Ｘ３

１１

ＣＮ３

ＣＮ２

ＣＮ１ＤＰ

Ｘ６

Ｒ２

ＭＶ

Ｒ３
Ｒ４ ４

Ｘ５

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

３
２
１

ＳＷ１

Ａ

Ｂ

Ｍ

Ｍ

　　　　異常出力
(接点容量最大３Ａ)

Ｆ１・Ｆ２ ヒューズ＜３Ａ＞

補助継電器(異常信号)Ｘ５

補助継電器Ｘ１

補助継電器(ドレンポンプ)

　９．　切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

Ｘ６

ＳＷ１ 切換スイッチ（注９）

端子台

名　　　　称

ＭＶ

Ｔ

Ｘ３
Ｘ２ 補助継電器(異常信号)

補助継電器(異常信号)

タイマー（残留運転）

電動２方弁

ドレンポンプ
フロートスイッチ（異常水位）

送風機用電動機
コンデンサー
フロートスイッチ（水位検知）

ＤＰ
ＦＳＷ２
ＦＳＷ１
Ｃ
ＭＦ
記　号

補助継電器Ｘ４

コネクター

注１．　アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２．　破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３．　風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照して

　４．　電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用

　５．　異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。

　６．　電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　７．　ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。

　８．　ＦＣＲ－１０１Ｗ・ＦＣＲ－２０１Ｗを使用した場合、ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの
　　　表示灯は点灯します。

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

ＣＮ１～ＣＮ３

ファンコイルユニット本体 ファンコイルユニット本体

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

２Ｐプラグ仕様の場合

０

１

　　　ください。　

　　　電動機が焼損します。

　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）

　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。
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名　　　　称記　号

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

暖房

冷房

ＳＷ２

１～

注９

U

U

U

１２

１

風量調節
スイッチへ

Ｆ１

Ｆ２

Ｘ１

Ｘ２

Ｅ
Ｂ Ｃ

Ｘ６

Ｔ ８１

３
Ｘ１

Ｘ１

Ｘ４

Ｘ５Ｘ３

Ｍ

２

１～

１

２

１

Ｘ２

Ｘ４

Ｘ４

　９．　切換スイッチＳＷ１は、接続する風量調節スイッチにより切換えが必要です。
　　　３７頁の「スイッチ設定表」を参考にして、切換えを行ってください。

Ｘ５

８

７

６

電動２方弁（暖房用）

２

９

３
Ｘ３
Ｘ３
Ｘ３

ＭＶ２

ＣＮ３

ＣＮ２

ＣＮ１ＤＰ

Ｘ６

Ｒ２
Ｒ３
Ｒ４ ４

Ｘ５

ＦＳＷ２

ＦＳＷ１

３
２
１

ＳＷ１

Ａ

Ｂ

Ｍ

ＳＷ１

　　　　異常出力
(接点容量最大３Ａ)

Ｆ１・Ｆ２ ヒューズ＜３Ａ＞

補助継電器(異常信号)Ｘ５

ドレンアップメカ本体

補助継電器Ｘ１

補助継電器(ドレンポンプ)

１ ８７６５４３２０

シ
ロ
ク
ロ
ア
オ
ア
カ
ダ
イ
ダ
イ

５４

ＭＦ

３

Ｍ
１～

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

シ
ロ

２０ １ ８７６

Ｃ

Ｘ６

切換スイッチ（注９）

端子台

名　　　　称

Ｔ

Ｘ３
Ｘ２ 補助継電器(異常信号)

Ｃ

補助継電器(異常信号)

ＭＦ

タイマー（残留運転）

ＭＶ１

ドレンポンプ
フロートスイッチ（異常水位）

送風機用電動機
コンデンサー
フロートスイッチ（水位検知）

ＤＰ
ＦＳＷ２
ＦＳＷ１
Ｃ
ＭＦ
記　号

補助継電器Ｘ４

コネクター

注１．　アースは内線規程に基づいて施工してください。
　２．　破線部分は現地配線を示します。（弊社手配外）
　３．　風量調節スイッチは別売品です。接続は５１頁の「風量調節スイッチ接続要領」を参照して

　４．　電源はドレンアップメカ本体の端子台０－１に接続してください。誤配線しますと送風機用

　５．　異常出力された場合は、異常の原因を取除き電源リセットを行ってください。

　６．　電源は絶対に切らないでください。（ドレンアップメカが異常時に作動しなくなります。）
　７．　ドレンアップメカ異常により、タンク内が満水になると出力される異常出力を設けています。
　　　本出力（端子７－８番間）を利用し、現地にて警報回路を組んでください。
　８．　ＦＣＲ－１０１Ｗ・ＦＣＲ－２０１Ｗを使用した場合、ドレンポンプ異常時でも風量調節スイッチの

端子台

１０

１１

電動２方弁（冷房用）

ＳＷ２ 冷暖切換スイッチ
＜現地手配･現地取付＞

［１０］ＬＨ－ＷＢＲ－Ｂ形４管式熱交換器仕様

ＭＶ１
１～
Ｍ

ＭＶ２Ｍ
１～

ＣＮ１～ＣＮ３

ファンコイルユニット本体 ファンコイルユニット本体

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

１
０

２Ｐプラグ仕様の場合
電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

３Ｐ・３ＰＴプラグ仕様の場合

０
１
１

１

０

１

機外静圧７０Ｐａ仕様の場合 機外静圧２５Ｐａ仕様の場合

　　　ください。

　　　電動機が焼損します。

　　　（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）

　　　表示灯は点灯します。
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［11］風量調節スイッチ接続要領

※上図はスイッチ裏側から見た図を示します。

ＦＣＲ－２０１Ｗの場合ＦＣＲ－１００Ｗ・ＦＣＲ－１０１Ｗの場合

ＳＷ４

記　号
ＰＬ
ＳＷ３

風量切換スイッチ
運転スイッチ
表示灯（本体運転）
名　　　　称

※上図はスイッチ裏側から見た図を示します。

ＦＣＲ－３０１Ｗの場合 ＦＣＲ－４０１Ｗの場合

（２）電動弁のコネクター接続部および圧着端子での接続部に絶縁処理を行ってください。
※ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形・ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形・ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形は、取付部品セットに

（３）余分なリード線は結束バンドにて束ねてください。

※上図はスイッチ裏側から見た図を示します。

ドレンアップメカ本体端子台１番ヘ
０

０ １

ＳＷ３
３

ＳＷ４
０ １

０ ３

ドレンアップメカ本体端子台0番ヘ

ドレンアップメカ本体端子台R２番ヘ

ドレンアップメカ本体端子台R４番ヘ

ドレンアップメカ本体端子台６番ヘ

表示灯
（本体運転）

１

１

ドレンアップメカ本体端子台１番ヘ

ＳＷ３

ＳＷ４

２

２

ドレンアップメカ本体端子台６番ヘ

ＰＬ

０ １

０
３

ドレンアップメカ本体端子台0番ヘ

ドレンアップメカ本体端子台R４番ヘ

ドレンアップメカ本体端子台R２番ヘ

ドレンアップメカ本体端子台0番へ

ドレンアップメカ本体端子台６番へ

ドレンアップメカ本体端子台１番へ

ドレンアップメカ本体端子台R２番へ
ドレンアップメカ本体端子台R３番へ
ドレンアップメカ本体端子台R４番へ

Ｌ
Ｍ
Ｈ

０

０

３

１

０
０ ３

２
１

ＰＬ

ドレンアップメカ本体端子台R４番へ
ドレンアップメカ本体端子台R３番へ
ドレンアップメカ本体端子台R２番へ

ドレンアップメカ本体端子台６番へ
ＰＬ

ドレンアップメカ本体端子台１番へ
ドレンアップメカ本体端子台0番へ

Ｈ４
Ｍ３
Ｌ

ＦＣＲ－１０１Ｗのみ

２

ＮＣ

０
０

　品番⑰㉙4255結束バンド、品番㉑344760コネクターカバーが入っていますので、コネクターカバーを
　結束バンドにて巻付けて絶縁処理を行ってください。

（４）配線終了後、品番①ドレンアップメカの制御箱カバーおよびＦＣＵ・小形空調機本体より取外した部品（下記）

端子台カバー：ＬＨ－ＷＣＲ－Ｄ／Ｅ形、ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形、ＬＨ－ＷＦＲＰ形、ＬＨ－ＷＰＲ－Ｃ形
ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形、ＬＨ－ＷＢＲ形、LH-WBR-B形

反配管側ケーシング：ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形
制御箱カバー：ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形
コーナー塞ぎ板：ＬＨ－ＷＡＲ－Ｃ形

Ｌ

Ｈ

Ｌ

Ｈ

ＰＬ

を元通り取付けてください。
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点検蓋（反対側にも取付）点検蓋
図50

　（１）運転停止後に残留ドレンが排出されますので、すぐに電源を切らないでください。もし電源を切る場合は、
運転停止後１０分（ＬＨ－ＷＦＲ－Ｅ／Ｆ形・ＬＨ－ＷＦＲＰ形・ＬＨ－ＷＦＥ－Ｃ２形・LH-WBR-B形の場合は２０分）以上

　（２）ドレンアップメカに異常が発生した場合、異常信号が出力されます。異常信号が出力された場合、ＦＣＵ・
小形空調機本体は運転を停止します。異常信号が出力された場合のみ、異常の原因を取除き電源リセット
を行ってください。（異常の保護装置を正常モードに戻すため。）

　（３）運転中にＦＣＵ・小形空調機内部またはドレンアップメカから水が漏れる時は、すぐに運転を停止してください。
ドレン口が詰まっていたり、異常信号が正常に出力されていないおそれがありますので、お買い上げの販売店

８． 運転時のご注意

　（３）ドレン配管接続部からの水漏れが無いことを確認してください。

１

チェック項目

●試運転要領（全工事完了後、上記チェック項目を全てチェックした後に行ってください。）
　（１）ＦＣＵ・小形空調機本体のドレンパンまたは補助ドレンパンのドレン口付近に約２Ｌの水を注水してください。
　（２）ＦＣＵ・小形空調機本体の電源を入れ、品番①ドレンアップメカ内のドレンポンプが運転し、タンク内の水が

排水されていることを確認してください。
　※ドレンアップメカ内部は、側面または蓋に取付けている点検蓋を取外すと覗くことができます。［図50］

誤配線はありませんか？

ドレン配管の防露処理は確実ですか？
ドレン配管は下り勾配（１／１００以上）になっていますか？

ＦＣＵ・小形空調機本体およびドレンアップメカは傾いていませんか？
チェック欄

ドレン配管は確実に接続されていますか？　水漏れのおそれはありませんか？

７． 試運転
●試運転の前に
　　全工事完了後、試運転を行う前に下表の内容を再度チェックしてください。

蓋

にご連絡ください。

待ってください。
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